




（４）年次別報告件数

報告年度 Ｈ１２ Ｈ１３ Ｈ１４ Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８

件数 ５ １００ ２５９ ２１９ ２３２ ４９２ １５８

(注)・平成１５年１０月２６日の前後で、データベースが異なる。

・平成１９年３月２０日現在の数。詳細調査が終わっていない報告もあるため、

今後変動する可能性がある。

・１人の患者で２つの副作用が発現した場合は、２件とカウントしている。

・１人の患者で、同一副作用について複数回の報告がある場合、名寄せされ、１

例１件としてカウントしている。

(参考) ・平成１８年１１月３０日時点で、死亡事例５４人（治験中の事例１人、論文等

に記載があったとしていわゆる研究報告として報告された事例４人、中外製薬

がタミフルと関係がないとして報告しなかった事例１人の計６人を含む ）と。

公表したところである。

、 （ ） 、今回の集計は 中外製薬の副作用報告 個別の症例報告 を基本としており

その死亡事例５５人は、平成１８年１１月３０日公表の死亡事例５４人から治

験中の事例等計６人を引いた上で、医療機関報告の１人（資料５－２の番号１

１７）及びその後中外製薬から本年３月２０日までに報告された死亡事例６人

（本年３月３０日に誤報と判明した事例１例を除く）を加えたものである。

・本年３月２１日時点において約１ ８００件と公表した年次別推移とは、旧デ,
ータベース内及び新旧データベース間における名寄せの実施等のため、件数が

少なくなっている。

・本年３月２１日時点において２２人と公表したタミフル服用後の転落・飛びお

り事例については、２０人は「異常な行動が記録されている事例」の中に、そ

の後の調査で転落・飛びおりではないことが判明した１人は「精神神経症状」

。 、 、の中に含まれている また １人は本年３月２０日付で医療機関報告がなされ

３月２８日付で中外製薬から報告されたものであるので、３月２０日までの本

集計には含まれておらず、３月２１日以降の報告の中に含まれている。

なお、４月３日までに、上記の「異常な行動が記録されている事例」２０人

のうち２人が転落・飛びおりでないことが判明。

、 、 、 、 、さらに ４月３日までに 平成１８年７月 本年２月３日 本年２月２４日

本年３月７日及び本年３月２５日に転落・飛びおり各１人が、本年２月２７日

10に落ちたのか飛び降りたのか不明の事例があったことが報告あり いずれも（

歳代 。）

従って、４月４日午前７時時点で整理すると、タミフル服用後の転落・飛び

おり事例は、１０歳代は２１人（うち死亡４人 、その他は４人（うち死亡２）

人）
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